
概 要 版

　真岡市では、平成29年３月に「第３次真岡市男女共同参画社会づくり計画」
を策定し、人権の尊重や男女共同参画意識づくり、ワーク・ライフ・バランス
の推進、あらゆる分野における男女共同参画の推進などの施策に取り組んでき
ました。こうした施策の展開により、女性の労働力率が高い傾向にあります
が、家庭での女性の負担感は高く、根強い固定的役割分担意識が残っている現
状であります。しかし、少子高齢化、人口減少問題などに対応し、持続可能な
社会づくりの上で女性活躍推進は重要なものとなっており、世代を超えた男女
の理解の下、誰もが、職場・家庭・地域等生活の様々な場面において、自らの
選択に基づき、自信とやりがいをもって多様な役割を果たし活躍できる社会に
向けた取組が引き続き求められています。 
　そこで、こうした状況に対応し、男女共同参画推進施策を総合的かつ一体的
に取り組むため、令和４年度から始まる５か年の「第４次真岡市男女共同参画
社会づくり計画」を策定いたします。 
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計画策定の趣旨 

計画の基本理念

令 和 ４ 年 度 ～ 令 和 ８ 年 度  

男女の人権の尊重と暴力の根絶 1
社会における制度又は慣行についての配慮 2
施策等の立案・決定の場における共同参画 3
家庭生活とそれ以外の社会活動の両立 4
人権の尊重を基本とした教育の実施 5
男女の性についての理解と生涯にわたる健康の確保 6
国際社会の動向を踏まえた取組 7

男 女 共 同 参 画 社 会 実 現 に は

男 女 共 同 参 画 社 会 が 実 現 す る と  
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「男だから、女だから」という意識を
  変えましょう！
男女共同参画社会の実現にはひとりひとりの良さ
を大切にする必要があります。無意識のうちに
「男だから」「女だから」という理由で自分や誰
かの可能性をせばめていませんか？

01POINT POINT

POINT POINT

POINT POINT

男女がともに 協力し合いましょう！
家庭の状況や、仕事の状況、何よりもひとりひと
りの考え方と気持ちを尊重して協力し合うことが
大切です。

02

男女の視点で より良い社会へ！
互いの意見を認め合うと、新たな発想が生まれ、
社会全体の活性化につながります。そのためには
まずは男女ともに意見を自由に出し合える雰囲気
づくりが大切です。

03
女性が安心できる 防災対応を！
避難所という肉体的にも精神的にも辛い場所でこ
そ、男女が意見を出し合い、皆が少しでも快適に
安心して過ごせるよう考える必要があります。

04

DV・虐待の「被害者」にも
「加害者」にもならないために！

DVは重大な人権侵害であり犯罪となる行為です。
DVについて理解し、被害者にも加害者にもならな
いようにしましょう。被害にあった時は、ひとり
で悩まず、相談しましょう。

05
多様な性を認め合おう！
性的指向や性自認を理由とする偏見や差別をなく
し、自分らしく生きることのできる社会をつくっ
ていきましょう。 

06

家庭生活の充実  職場に活気 

地域力の向上 個性や能力を
尊重した進路



計 画 の 内 容  

基 本 目 標

重 点 的 な 取 組  

男女共同参画の
理解の推進  

　男性が積極的に家事、
育児、介護等に参加するよ
う、男性向けの育児・介護
講座の開催や、様々な啓発
活動及び情報提供を推進
していきます。 

男女共同参画の
視点に立った

教育・学習の充実 
　性の多様性を理解し、
ジェンダー平等意識が醸
成されるよう、子どもの
頃から、正しい理解を深
める必要があります。 

1 2

夫婦間の役割分担に不満

あらゆる分野における
男女共同参画の推進

就労の場
における

男女共同参画
の推進 

　男女ともにそれぞ
れの希望に応じた多
様な働き方やキャリ
ア 形 成 が で き る よ
う、就業・起業に向
けた支援や情報提供
を行っていく必要が
あります。 

3

　固定的役割分担意
識の解消に向けた取
組など積極的に行っ
ていく必要がありま
す。
　さらに、これまで
以上に男性の家事や
子育て、介護などへ
の参画を促進してい
く必要があります。 

4
地域や社会

における
男女共同参画

の推進 
　あらゆる分野で女
性の参画を促進して
いく必要があります。
 また、非常時にお
いて、女性に負担が
集中しないよう、男
女共同参画の視点を
取り入れた地域防災
対策を行っていく必
要があります。 

5

男性の育児参加を積極的にすべき

43.6％
男性 60.7％

女性

46.9％
男性 55.8％

女性

社会全体は男性優遇されていると思う

65.5％
男性 女性

男性 女性

社会のサポート体制の充実 73.0％

男性の育児に関する考え Q

男女平等意識Q

仕事と家庭の両立で重要だと思うことQ

休業取得に対する職場内での理解浸透 62.0％

仕事と生活の
調和（ワーク・

ライフ・バランス）
の推進 

施策の方向 施策の方向

暴力の根絶と
安心して暮らせる
まちづくりの推進

あらゆる
暴力の根絶 

　配偶者・交際相手
などからの暴力の防
止に向けて、ジェン
ダー不平等の是正や
意識改革を進めると
ともに、相談窓口の
周知や、被害者の相
談から安全確保・自
立 支 援 に い た る ま
で、関係機関と連携
して切れ目なく支援
を行う必要があります。 

6

　様々な理由で困難
な状況に置かれてい
る市民が安心して暮
らせるよう、男女共
同参画の視点からき
め細やかな相談や具
体的な支援等を行っ
ていく必要があります。 

7
生涯にわたる

心身の健康づくり
の推進 

　健康の保持増進が
できるよう、ライフ
ステージごとの特徴
やそれぞれの健康課
題に応じた健康づく
りを進めていく必要
があります。また、
スポーツなどを通じ
た健康・生きがいづ
くり支援を行う必要
があります。 

8

プライバシーに配慮した
相談窓口の設置

相談しなかった55.1％友人や知人 23.9％家族や親戚 23.9％

配偶者から受けた暴力についての相談先 Q

防災対応時に必要だと思うことQ

どこに相談してよいかわからなかった 13.2％

暴力を相談しなかった理由Q

困難な状況に
置かれている
方への支援と

多様性を尊重する
環境の整備 

施策の方向

男女共同参画社会を
支える意識の形成 

　誰もが個性や能力を活かすことができるよう、子どものこ
ろから家庭や学校で男女平等についての教育を行い、また、
様々な機会を通じて男女平等に関する啓発活動を行っていく
ことで、市民の男女平等の意識づくりを推進していきます。 

男女平等の 意識づくりの推進 

　ワーク・ライフ・バランスについての職場の理解と環境
整備、また、男女共に育児や介護と仕事を両立し、活躍で
きる職場づくりを推進していきます。 

男女平等の職場環境と
ワーク・ライフ・バランスの推進 

　ひとり親家庭やDV、虐待など様々な理由で困難な状況
におかれている方のニーズに対応できるよう、行政サービ
スの充実に向けた取組を実施します 

様々な困難を抱える人々が
安心して暮らせる 環境の整備 

　自主防災活動や避難所運営などの防災対策に男女共同参
画の視点を取り入れていきます。 

男女共同参画の視点を
踏まえた防災対策の推進 

10.6％

79.1％

42.0％


